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⾦沢⼤学のさまざまな教育研究活動は、多様なメディア、
ランキングに取り上げられています。

国際的な総合科学雑誌の最⾼峰「Nature」 2024
14 March 2024号 Health sciences特集「A holistic approach to health in Japan」
９ March 2023号「How industrial exhaust heat could be used to extract carbon dioxide」
に、⾦沢⼤学の記事広告が掲載されました。

「Nature Index Annual Tables 2023」

また、総合では１３位、
Earth and Environment 
Sciences部⾨では10位
となっています。

「⼈事が⾒る⼤学イメージ
   ランキング（R5.6）」
全国総合ランキング 12位

令和5年12⽉12⽇
学⻑インタビュー、⼤学紹介

JOURNAL vol.66
⼤学歴訪録 #54

「TIME」Asia Edition, December 26/2022 & 
 January 9/2023号, Online版12⽉26⽇掲載

The Japan Times

⾦沢⼤学は、
Health Science部⾨
国内⼤学８位に
ランキングされました。

December 16, 2023 
ASEAN-Japan 50th 
anniversary special号に、
学⻑インタビュー記事が
掲載されました。

日本経済新聞 日経BPコンサルティング Y-SAPIX
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G7 富山・金沢教育大臣会合を
機に国際交流がより一層加速

   

⾦沢⼤学は、全学をあげて令和６年能登半島地震の
被災者・被災地⽀援に取り組んでいます。

　金沢大学は、発災直後に災害対策本部を設置し、学生・教職員・患者様の安否確認や被害状況の確認を開始しました。角間キ

ャンパス、宝町・鶴間キャンパス、金沢大学附属病院、附属学校園をはじめとする、能登地域以外の拠点においては、建物は安全

な使用が可能な状態であり、大学入学共通テストや教育・研究活動、診療を継続することができました。また、附属病院の災害派

遣医療チームの出動に加え、地震学や地質学、考古学にいたるまで、さまざまな分野の研究者が、現地での調査開始へと動き出

しました。さらに、中長期的視点から、能登における教育、医療、文化、産業の復興・再生そして継続的発展を強力に推進するた

め「能登里山里海未来創造センター」を1月30日に設置しました。　

　金沢大学は、引き続き地域・自治体・企業と連携しながら、被災地の復旧・復興に取り組んでいきます。

文部科学大臣と学長による意見交換

学生・教職員による被災地でのボランティア活動

避難している中高生へ対して、本学学生による学びの支援

附属病院のDMATは発災直後に医療支援活動を始動

2024年4月16日付 日本経済新聞 朝刊 全国版 全面広告
「金沢から未来を紡ぐ」を掲載しました

　昨年5月15日、本学においてG7富山・金

沢教育大臣会合のエクスカーション（視

察）が行われ、G7各国・国際機関の代表

者と、本学学生、留学生や附属学校生ら

が教育の未来をテーマに対話しました。

その後も、G7各国との国際的な交流をは

じめとしたグローバルな活動が大学全体

で広がっています。
協力学生へ感謝状が授与されました

角間キャンパスにて
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